







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































にとっては唯一無二のものであり Sの生の場であるからこそ ω則、 「絶対的」
なものとなってしまう (28】。
Sの「オトチ」への希求は、 「他者性J (= r他者J)に対する希求であっ


















だが、 Sが「トグロ巻き」をしている時間だけは違っていた (31)0 Sが「トグ
ロ巻き」をするとき、確かにSは「オトチ」に回帰していた。 Sは言う、 「回
ることで、ワラ地球をオトチに変えることができると思いますJ [渡辺，1986:
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